
《
翻
訳
》フ

ィ
リ
ピ
ン
臓
器
提
供
法

粟
 
 
屋

剛

〔
訳
者
は
し
が
き
〕

 
本
稿
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
臓
器
提
供
法
-
正
確
に
は
、
「
特
定
の
目
的
の
た
め
に
死
体
の
全
部
又
は
一
部
を
遺
贈
又
は
贈
与
す
る
こ
と

を
公
認
す
る
法
律
」
1
を
翻
訳
（
試
訳
）
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
法
（
案
）
は
上
院
を
一
九
九
一
年
一
〇
月
二
四
日
、
下
院
を
同
年
＝
月

二
〇
日
、
そ
れ
ぞ
れ
通
過
し
、
一
九
九
二
年
一
月
七
旧
、
ア
キ
ノ
大
統
領
が
こ
れ
に
署
名
し
た
。
そ
の
後
、
同
年
二
月
二
四
日
、
官
報

（
第
八
八
巻
第
八
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

 
同
法
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
移
植
事
情
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
条
文
そ
の
も
の
は
ア
メ
リ
カ
の
統
一
死
体
提

供
法
d
巳
h
玉
目
〉
舜
8
巨
。
9
・
一
Ω
崩
け
＞
9
、
統
一
死
亡
決
定
法
O
巳
ま
同
臼
∪
9
霞
謬
言
9
。
江
。
昌
O
h
U
＄
さ
＞
9
な
ど
を
参
考
に
し
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
同
法
制
定
の
経
緯
や
運
用
状
況
の
紹
介
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
法
と
の
比
較
な
ど
、
な
さ
れ
る
べ
き
作
業
は
多
い
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
と
ど

こ
こ
は
条
文
の
訳
出
に
止
め
、
他
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

 
な
お
、
条
文
の
訳
出
に
あ
た
っ
て
、
e
原
文
に
お
い
て
用
語
の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
、
口
日
本
語
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
意
味
が
不
明
確
に
な
る
場
合
、
日
適
切
な
訳
語
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
一
応
の
訳
語
を
あ
て
る
場
合
、
四
類
義
語
の
訳
し
分
け
が
難
し
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二

い
の
で
そ
れ
を
し
な
い
場
合
な
ど
、
適
宜
、
訳
語
と
共
に
原
語
を
表
示
し
た
。

 
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
移
植
事
情
一
般
に
つ
い
て
は
、
中
山
太
郎
編
著
『
脳
死
と
臓
器
移
植
』
（
一
九
八
九
年
）
＝
二
頁
、
一
四
頁
、
 
一
七
六

頁
、
二
〇
六
頁
～
二
＝
二
頁
、
塩
見
戎
三
『
脳
死
臓
器
移
植
は
い
ま
』
（
一
九
八
九
年
）
九
二
頁
～
一
〇
四
頁
、
岡
本
浩
二
「
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
の
腎
移
植
の
現
状
」
厚
生
一
九
九
〇
年
六
月
号
五
八
頁
以
下
等
参
照
。

共
和
国
法
 
第
七
一
七
〇
号

特
定
の
目
的
の
た
め
に
死
体
の
全
部
又
は
一
部
を
遺
贈
又
は
贈
与
す
る
こ
と
を
公
認
す
る
法
律

1992年6月 粟屋 剛：フィリピン臓器提供法

第
一
条
表
 
 
題

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
法
は
「
一
九
九
一
年
臓
器
提
供
法
的
Φ
○
お
き
U
。
轟
江
§
＞
9
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。

第
二
条
用
語
の
定
義

本
法
に
お
い
て
は
、
用
語
は
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。

㈲
 
「
臓
器
保
管
施
設
9
σ
q
彗
好
き
犀
ω
8
冨
σ
q
①
周
9
。
9
一
一
ξ
」
は
、
法
律
に
よ
っ
て
人
体
又
は
そ
の
一
部
の
保
管
を
認
許
一
一
8
口
。
。
Φ
α
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
定
霧
自
Φ
象
♂
巴
、
又
は
認
可
さ
れ
た
巷
鷺
○
＜
巴
施
設
を
意
味
す
る
。

㈲
 
「
死
者
U
8
巴
Φ
9
」
は
、
死
亡
し
た
個
人
を
意
味
し
、
死
産
の
嬰
児
及
び
胎
児
を
含
む
。

認
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回
 
「
遺
言
者
臼
Φ
。
。
＄
8
邑
は
、
自
己
の
肉
体
の
全
部
又
は
一
部
を
遺
贈
一
Φ
σ
q
9
2
す
る
個
人
を
意
味
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

㈹
 
「
贈
与
者
U
O
ぎ
邑
は
、
本
法
の
下
で
死
者
の
肉
体
の
全
部
又
は
一
部
を
贈
与
す
る
α
。
轟
富
権
限
を
与
え
ら
れ
た
個
人
を
意
味

 
す
る
。

㈲
 
「
病
院
出
。
。
。
履
け
巴
」
は
、
法
律
に
よ
っ
て
認
許
、
認
定
、
又
は
認
可
さ
れ
た
病
院
を
意
味
し
、
政
府
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
病
院

 
を
含
む
。

ω
 
コ
部
℃
9
・
昌
」
は
、
移
植
可
能
な
臓
器
、
組
織
、
眼
球
、
骨
、
動
脈
、
血
液
、
そ
の
他
の
体
液
、
及
び
そ
の
他
の
人
体
の
部
分

 
娼
。
昌
一
〇
ロ
を
含
む
。

 
 
 
 
 
ぞ
 

㈹
 
「
人
℃
①
屋
自
」
は
、
個
人
、
社
団
法
人
8
愚
。
茜
江
。
⇔
、
遺
産
財
団
Φ
ω
け
9
。
け
Φ
、
信
託
、
組
合
b
胃
ぎ
Φ
諺
匡
b
、
協
会
器
ω
。
。
ド
賦
。
口
、

 
政
府
若
し
く
は
そ
の
部
局
・
機
関
・
補
助
機
関
、
又
は
そ
の
他
の
法
的
存
在
を
意
味
し
、
政
府
の
部
局
・
機
関
・
補
助
機
関
は
政
府

 
の
所
有
又
は
管
理
す
る
社
団
法
人
を
含
む
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぞ
 

㈲
 
「
医
師
℃
ξ
。
。
一
9
き
」
な
い
し
「
外
科
医
ω
鶏
σ
q
Φ
。
邑
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
法
に
よ
っ
て
医
業
を
営
む
こ
と
を
認
許
、
又
は

 
許
可
さ
れ
た
医
師
な
い
し
外
科
医
を
意
味
す
る
。

ω
 
死
者
の
「
直
近
の
家
族
一
半
ヨ
Φ
島
彗
Φ
国
9
・
巨
ζ
」
は
、
本
法
第
四
条
㈲
項
に
列
挙
さ
れ
た
者
を
意
味
す
る
。

ω
 
「
死
U
。
 
。
昏
」
は
、
循
環
及
び
呼
吸
の
機
能
の
不
可
逆
的
停
止
、
又
は
脳
幹
を
含
む
全
脳
の
す
べ
て
の
機
能
の
不
可
逆
的
停
止
、

 
を
意
味
す
る
。
人
は
、
以
下
の
い
ず
れ
か
の
場
合
、
医
学
的
及
び
法
的
に
死
亡
し
て
い
る
。

 
 
ω
 
医
療
実
務
の
容
認
さ
れ
う
る
基
準
に
基
づ
く
主
治
医
9
。
窪
Φ
口
島
口
σ
q
o
ξ
。
。
一
。
言
口
の
診
断
で
、
自
発
呼
吸
及
び
心
臓
の
機
能
の

 
 
 
欠
落
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
な
さ
れ
る
蘇
生
の
試
み
は
成
功
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ

 
 
 
の
場
合
、
死
は
こ
れ
ら
の
機
能
が
停
止
し
た
時
に
生
起
し
た
も
の
と
判
定
さ
れ
る
。

 
 
②
 
主
治
医
が
顧
問
医
8
房
巳
江
夷
℃
ξ
ω
一
9
き
に
同
意
し
て
い
る
場
合
、
医
療
実
務
の
容
認
さ
れ
う
る
基
準
に
基
づ
く
、
そ
の

三
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四

 
 
顧
問
医
の
診
断
で
、
全
脳
の
機
能
が
不
可
逆
的
に
停
止
し
、
そ
の
よ
う
な
機
能
の
欠
落
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な

 
 
正
常
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
あ
に
な
さ
れ
る
蘇
生
な
い
し
生
命
維
持
8
暮
冒
器
α
實
薯
霞
江
く
①
ヨ
拶
一
季
自
9
。
昌
8
の
さ
ら
な

 
 
る
試
み
は
成
功
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
死
は
こ
れ
ら
の
状
態
に
初
め
て
至
っ
た
時
に
生
起
し
た
も
の
と
判
定
さ
れ
る
。

 
人
の
死
は
、
医
療
実
務
の
容
認
さ
れ
う
る
基
準
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
主
治
医
及
び
そ
れ
と
は
別
の
顧

問
医
に
よ
っ
て
別
々
に
診
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
医
師
は
そ
の
患
者
の
ケ
ア
に
つ
い
て
適
切
な
資
格
を
有
し
、
か

つ
相
応
の
経
験
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
死
は
患
者
の
診
療
録
に
記
録
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1992年6月越粟屋 剛：フィリピン臓器提供法

第
三
条
遺
贈
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
者

 
一
八
歳
以
上
で
正
常
な
精
神
を
有
す
る
者
は
、
遺
贈
と
し
て
、
自
己
の
死
後
に
効
力
を
生
ず
べ
く
、
第
六
条
で
特
定
さ
れ
た
目
的
の
た

め
に
、
自
己
の
肉
体
の
全
部
又
は
一
部
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
 
贈
与
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
者

 
㈲
 
次
の
者
は
、
死
者
に
よ
る
反
対
の
意
図
、
及
び
死
者
の
直
近
の
家
族
の
構
成
員
に
よ
る
異
議
、
が
現
実
に
告
知
さ
れ
て
い
な
い
場

合
、
以
下
に
定
め
る
順
位
に
従
っ
て
、
第
六
条
で
特
定
さ
れ
た
目
的
の
た
め
に
、
死
者
の
肉
体
の
全
部
又
は
一
部
を
贈
与
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

 
 
ω
配
偶
者

 
 
②
 
成
年
に
達
し
た
息
子
な
い
し
娘
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㈲
 
親

 
傾
 
成
年
に
達
し
た
兄
弟
な
い
し
姉
妹

 
⑤
 
死
亡
時
に
お
け
る
死
者
の
後
見
人

㈲
本
条
㈲
項
に
よ
っ
て
権
限
を
与
え
ら
れ
た
者
は
、

死
後
又
は
死
亡
の
直
前
に
、
贈
与
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

徳山大学論叢

 
第
五
条
人
体
又
は
そ
の
｝
部
の
検
査

 
人
体
の
全
部
又
は
一
部
の
遺
贈
又
は
贈
与
が
な
さ
れ
る
場
合
、
意
図
さ
れ
た
目
的
の
た
め
の
遺
贈
又
は
贈
与
の
医
学
的
適
応
性
を
確
保

す
る
の
に
必
要
な
す
べ
て
の
検
査
が
許
さ
れ
る
。

 
本
法
の
目
的
の
故
に
、
使
用
可
能
か
つ
健
康
な
移
植
用
臓
器
を
決
定
す
る
た
め
、
及
び
／
又
は
、
医
科
学
の
促
進
の
た
め
、
検
屍
が
、

事
故
、
外
傷
又
は
そ
の
他
の
法
医
学
上
の
事
件
に
お
け
る
死
体
に
つ
い
て
、
死
の
宣
告
後
、
速
や
か
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

426

第
六
条
 
受
遺
者
又
は
受
贈
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
者

次
の
者
は
、
以
下
に
定
め
る
目
的
の
た
め
に
、
人
体
又
は
そ
の
一
部
の
受
遺
者
又
は
受
贈
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈲
 
病
院
、
医
師
な
い
し
外
科
医
”
医
学
若
し
く
は
歯
学
の
教
育
、
研
究
、
医
科
学
若
し
く
は
歯
科
学
の
進
歩
、
治
療
、
又
は
移
植
の

 
目
的

㈲
 
医
学
又
は
歯
学
の
認
定
さ
れ
た
学
校
、
単
科
大
学
又
は
総
合
大
学
”
教
育
、
研
究
、
医
科
学
若
し
く
は
歯
科
学
の
進
歩
、
又
は
治

 
療
の
目
的

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五



山ノ＼

㈹
 
臓
器
保
管
施
設
”
医
学
若
し
く
は
歯
学
の
教
育
、
研
究
、
治
療
、
又
は
移
植
の
目
的

㈹
 
特
定
の
個
人
…
そ
の
人
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
治
療
又
は
移
植
の
目
的

第
七
条
 
病
院
の
義
務

1992年6月 粟屋 剛：フィリピン臓器提供法

 
臓
器
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
又
は
移
植
を
行
う
こ
と
を
公
認
さ
れ
た
病
院
は
、
第
四
条
に
列
挙
さ
れ
た
提
供
者
α
。
⇒
霞
U
死
者
の
親

族
に
対
し
て
親
切
で
思
い
や
り
の
あ
る
方
法
で
臓
器
提
供
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
仕
事
を
す
る
上
級
職
員
及
び
そ
の
部
下
を
養
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
病
院
は
、
上
述
の
要
請
に
応
じ
た
証
拠
と
し
て
、
必
要
な
書
類
8
円
ヨ
自
α
。
2
ヨ
①
暮
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
遺
贈
を
な
す
方
法

 
㈲
 
第
三
条
に
基
づ
く
人
体
の
全
部
又
は
一
部
の
遺
贈
は
、
遺
言
書
に
よ
っ
て
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
遺
贈
は
、
遺
言
書
の
検
認
を
ま

た
ず
に
、
遺
言
者
の
死
亡
の
時
に
効
力
を
生
ず
る
。
遺
言
書
が
検
認
さ
れ
な
い
場
合
、
又
は
、
そ
れ
が
遺
言
の
目
的
か
ら
し
て
無
効
で
あ

る
と
宣
告
さ
れ
る
場
合
、
遺
贈
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
誠
実
に
な
さ
れ
て
い
る
限
り
で
効
力
を
有
す
る
。

 
㈲
 
第
三
条
に
基
づ
く
人
体
の
全
部
又
は
一
部
の
遺
贈
は
ま
た
、
遺
言
書
以
外
の
他
の
書
面
に
よ
っ
て
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
遺
贈

は
、
遺
言
者
の
死
亡
の
時
に
効
力
を
生
ず
る
。
遺
贈
は
、
遺
言
執
行
人
又
は
遺
言
管
理
人
、
相
続
人
、
譲
受
人
、
利
益
承
継
人
及
び
家
族

の
全
構
成
員
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
遺
贈
は
、
そ
れ
ら
の
人
々
を
拘
束
す
る
。
書
面
は
、
個
人
が
携
帯
す
る

よ
う
意
図
さ
れ
た
カ
ー
ド
又
は
用
紙
で
あ
っ
て
も
よ
い
が
、
遺
言
者
の
面
前
で
書
面
に
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
二
人
の
証
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人
の
面
前
で
、
遺
言
者
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
遺
言
者
が
署
名
で
き
な
い
場
合
、
書
面
は
、
遺
言
者
の
た
め
に
、
遺

言
者
の
指
示
に
よ
り
、
遺
言
者
の
面
前
で
、
か
つ
、
同
様
に
遺
言
者
の
面
前
で
書
面
に
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
二
人
の
証

人
の
面
前
で
、
署
名
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
遺
贈
を
有
効
と
す
る
の
に
、
遺
言
者
の
生
存
中
に
遺
贈
書
面
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
は
必

要
で
は
な
い
。

 
㈲
 
遺
贈
は
、
特
定
の
受
遺
者
に
対
し
て
、
又
は
受
遺
者
を
特
定
せ
ず
に
、
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
遺
贈
が
、
遺
言
者
の
死
亡
の
時
と

場
所
で
そ
れ
を
利
用
で
き
な
い
特
定
の
受
遺
者
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
場
合
、
主
治
医
な
い
し
外
科
医
は
、
遺
言
者
が
他
の
方
法
を
希

望
す
る
旨
の
指
示
を
表
明
し
て
い
な
い
と
き
、
受
遺
者
と
し
て
遺
贈
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
遺
贈
が
受
遺
者
を
特
定
し
て
い
な
い
場

合
、
主
治
医
な
い
し
外
科
医
は
、
遺
言
者
死
亡
の
時
又
は
そ
の
後
に
、
受
遺
者
と
し
て
遺
贈
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
項
に
基
づ
い

て
受
遺
者
と
な
る
医
師
は
、
死
者
の
肉
体
の
一
部
分
又
は
多
く
の
部
分
を
摘
出
又
は
移
植
す
る
処
置
に
関
与
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
㈲
 
遺
言
者
は
、
遺
言
書
、
カ
ー
ド
、
又
は
他
の
書
面
で
、
適
切
な
処
置
を
な
す
で
あ
ろ
う
外
科
医
な
い
し
医
師
を
指
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
指
定
が
な
い
場
合
、
又
は
指
定
を
受
け
た
者
が
そ
の
役
割
を
果
た
せ
な
い
場
合
、
受
遺
者
、
又
は
他
の
遺
贈
を
受
け
る
権
限
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
 

与
え
ら
れ
た
者
は
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
任
意
の
外
科
医
な
い
し
医
師
に
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
九
条
 
贈
与
を
な
す
方
法

 
第
四
条
㈲
項
に
基
づ
い
て
権
限
を
与
え
ら
れ
た
者
に
よ
る
贈
与
は
、
そ
れ
が
動
産
の
贈
与
の
正
式
手
続
に
従
う
限
り
、
そ
れ
で
充
分
で

あ
る
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
第
四
条
に
基
づ
い
て
特
定
さ
れ
る
者
が
お
ら
ず
、
か
つ
臓
器
の
贈
与
の
書
面
が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
患
者
を
受
け
持
っ
て
い
る
医

師
、
病
院
長
、
又
は
事
故
、
外
傷
、
若
し
く
は
そ
の
他
の
法
医
学
上
の
事
件
と
し
て
分
類
さ
れ
る
死
者
の
肉
体
に
つ
い
て
管
理
権
を
有
す

七



1992年6月 粟屋 剛：フィリピン臓器提供法

八

る
、
病
院
の
指
定
さ
れ
た
役
員
は
、
公
的
な
書
面
に
よ
っ
て
、
生
き
て
い
る
人
の
肉
体
へ
の
臓
器
の
移
植
の
目
的
で
、
死
者
の
肉
体
か
ら

の
摘
出
に
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
医
師
、
病
院
長
、
又
は
こ
の
目
的
の
た
め
に
病
院
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ

た
役
員
が
、
四
八
時
聞
以
内
に
、
第
四
条
に
記
載
さ
れ
た
最
も
近
い
親
族
、
又
は
死
亡
時
の
死
者
の
後
見
人
を
捜
し
出
す
た
め
の
適
切
な

努
力
を
し
た
場
合
に
限
る
。

 
あ
ら
ゆ
る
臓
器
の
贈
与
に
お
い
て
、
生
き
て
い
る
人
へ
の
移
植
の
目
的
で
死
後
そ
の
肉
体
か
ら
臓
器
が
摘
出
さ
れ
る
者
の
死
亡
は
、
二

人
の
資
格
の
あ
る
医
師
に
よ
っ
て
別
々
に
診
断
さ
れ
、
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
そ
れ
ら
の
二
人
の
医
師
は
、
以
下

の
㈲
、
㈲
、
㈲
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
㈲
 
そ
の
肉
体
か
ら
臓
器
の
摘
出
を
実
行
す
る
医
師
団
の
構
成
員

 
㈲
 
摘
出
さ
れ
る
臓
器
の
受
容
者
を
担
当
し
て
い
る
医
師

 
㈹
 
病
院
長
、
又
は
臓
器
の
摘
出
に
権
限
を
与
え
る
と
こ
ろ
の
、
指
定
さ
れ
た
役
員

第
一
〇
条
 
移
植
可
能
な
臓
器
を
摘
出
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
る
者

 
唯
一
、
病
院
に
お
い
て
公
認
さ
れ
て
い
る
医
師
が
、
第
五
条
に
よ
っ
て
摘
出
及
び
／
又
は
移
植
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
臓
器
を
、

摘
出
及
び
／
又
は
移
植
で
き
る
。

第
＝
条
遺
贈
又
は
贈
与
の
書
面
の
交
付

遺
贈
又
は
贈
与
が
特
定
の
受
遺
者
又
は
受
贈
者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
場
合
、
遺
言
者
若
し
く
は
贈
与
者
、
又
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
代
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第37号

理
人
は
、
死
後
直
ち
に
適
切
な
処
置
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
遺
言
書
、
カ
ー
ド
若
し
く
は
他
の
書
面
、
又
は
要
件
を
備
え
た
そ
れ
ら
の
コ
ピ

ー
を
、
受
遺
者
又
は
受
贈
者
に
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
遺
言
書
、
カ
ー
ド
若
し
く
は
他
の
書
面
、
又
は
要
件
を
備
え
た
そ
れ
ら
の
コ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
 

ピ
ー
は
、
保
管
の
た
め
に
、
又
は
簡
便
化
若
し
く
は
死
後
の
処
置
の
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
受
け
入
れ
る
病
院
又
は
臓
器
保
管
施
設
に
預
け

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
遺
言
者
の
死
亡
時
又
は
そ
の
後
に
、
利
害
関
係
人
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
占
有
者
は
、
証
明
の
た
め
に
、
遺
贈
又
は
贈

与
の
書
面
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

徳山大学論叢

第
一
二
条
遺
贈
又
は
贈
与
の
修
正
又
は
撤
回

 
㈲
 
遺
言
書
、
カ
ー
ド
若
し
く
は
他
の
書
面
、
又
は
要
件
を
備
え
た
そ
れ
ら
の
コ
ピ
ー
が
、
特
定
の
受
遺
者
又
は
受
贈
者
に
交
付
さ
れ

て
い
る
場
合
、
遺
言
者
又
は
贈
与
者
は
、
以
下
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、
遺
贈
又
は
贈
与
を
修
正
し
、
又
は
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
ね
 

 
 
ω
 
そ
の
趣
旨
の
署
名
入
り
の
陳
述
書
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
が
受
遺
者
又
は
受
贈
者
へ
交
付
さ
れ
る
こ
と
。

 
 
②
 
そ
の
趣
旨
の
口
頭
に
よ
る
陳
述
が
他
の
二
人
の
者
の
面
前
で
な
さ
れ
、
そ
れ
が
受
遺
者
又
は
受
贈
者
へ
伝
え
ら
れ
る
こ
と
。

 
 
㈹
 
疾
病
又
は
負
傷
が
終
末
期
に
至
っ
た
時
に
、
そ
の
趣
旨
の
陳
述
が
主
治
医
に
対
し
て
な
さ
れ
、
そ
れ
が
受
遺
者
又
は
受
贈
者
へ

 
 
 
伝
え
ら
れ
る
こ
と
。

 
 
㈲
 
遺
言
者
若
し
く
は
贈
与
者
が
そ
の
趣
旨
の
署
名
入
り
の
カ
ー
ド
若
し
く
は
書
面
を
身
に
つ
け
て
い
て
、
そ
れ
が
発
見
さ
れ
る
こ

 
 
 
と
、
又
は
、
そ
れ
ら
が
身
の
回
り
品
の
中
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
。

 
㈲
 
受
遺
者
又
は
受
贈
者
に
交
付
さ
れ
て
い
な
い
遺
言
書
、
カ
ー
ド
若
し
く
は
他
の
書
面
、
又
は
要
件
を
備
え
た
そ
れ
ら
の
コ
ピ
ー

は
、
遺
言
者
又
は
贈
与
者
に
よ
っ
て
、
本
条
㈲
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
方
法
で
、
又
は
書
面
及
び
す
べ
て
の
要
件
を
備
え
た
そ
れ
ら
の
コ
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一
〇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
 

ピ
ー
の
破
棄
α
①
ω
窪
ロ
。
証
。
口
、
抹
消
。
き
8
一
一
9
江
。
ロ
、
若
し
く
は
殿
損
ヨ
暮
出
9
D
江
○
ロ
に
よ
っ
て
、
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
ま
た
、
遺
言
書
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
遺
贈
は
、
遺
言
書
の
修
正
若
し
く
は
撤
回
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
方
法
に
よ
っ
て
、

同
様
に
、
本
条
㈲
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
方
法
に
よ
っ
て
、
修
正
又
は
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

又
は
、

第
＝
二
条
死
後
の
権
利
及
び
義
務

1992年6月 '粟屋 剛：フィリピン臓器提供法

 
㈲
 
受
遺
者
又
は
受
贈
者
は
、
事
情
に
よ
り
、
遺
贈
又
は
贈
与
を
受
け
、
又
は
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
遺
贈
又
は
贈
与
が
肉
体
の

一
部
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
場
合
、
受
遺
者
又
は
受
贈
者
は
、
不
必
要
な
殿
舎
を
避
け
て
、
遺
言
者
死
亡
の
時
か
ら
死
体
防
腐
処
理

①
目
び
巴
巳
轟
ま
で
の
間
に
、
そ
の
部
分
の
摘
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
部
分
の
摘
出
後
は
、
肉
体
の
残
部
に
つ
い
て
の
管

理
権
は
、
生
存
配
偶
者
、
最
近
親
者
、
又
は
そ
の
他
の
死
者
の
肉
体
を
処
分
す
べ
き
義
務
を
有
す
る
者
に
帰
属
す
る
。

 
㈲
 
本
法
の
条
項
に
従
っ
て
誠
実
に
行
動
す
る
者
は
、
本
法
に
関
す
る
い
か
な
る
民
事
訴
訟
に
お
い
て
も
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な

い
。
ま
た
、
本
法
に
関
す
る
い
か
な
る
刑
事
手
続
に
お
い
て
も
訴
追
を
受
け
な
い
。

第
一
四
条
 
人
間
の
臓
器
又
は
組
織
の
国
際
的
分
配

人
間
の
臓
器
又
は
組
織
の
分
配
は
、
保
健
省
に
よ
っ
て
正
当
に
認
可
さ
れ
た
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
の
み
な
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

そ
れ
は
、
外
国
の
臓
器
又
は
組
織
の
保
管
施
設
及
び
同
様
の
施
設
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
施
設
に
い
つ
で
も
人
間
の
臓
器
又
は
組
織
を
取
得
す

べ
き
相
互
の
権
利
を
承
認
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
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第
一
五
条
情
報
の
普
及

 
公
衆
が
本
法
か
ら
最
大
限
の
利
益
を
得
る
べ
く
、
保
健
省
は
、
人
間
の
臓
器
の
提
供
及
び
移
植
に
関
係
し
て
い
る
、
国
立
腎
臓
協
会
、

政
府
及
び
非
政
府
の
保
健
組
織
、
並
び
に
そ
の
他
の
保
健
関
連
機
関
の
よ
う
な
諸
団
体
と
協
力
し
て
、
公
衆
情
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
保
健
省
長
官
は
、
政
府
及
び
民
間
の
あ
ら
ゆ
る
保
健
の
専
門
家
が
人
間
の
臓
器
の
提
供
を
呼
び
か
け
る
よ
う
、
彼
ら
を
説
得
す
る
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
六
条
 
行
政
規
則

 
保
健
省
長
官
は
、
政
府
及
び
民
間
の
あ
ら
ゆ
る
保
健
の
専
門
家
、
並
び
に
非
政
府
の
あ
ら
ゆ
る
保
健
組
織
に
諮
問
し
た
後
に
、
本
法
を

実
施
す
る
の
に
必
要
な
又
は
適
当
な
行
政
規
則
歪
一
Φ
。
。
彗
α
冨
σ
q
巳
暮
δ
霧
を
公
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

420

第
一
七
条
 
無
効
条
項

本
法
と
矛
盾
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
法
律
、
判
決
、
条
例
、
行
政
規
則
、
大
統
領
令
又
は
行
政
命
令
、
及
び
そ
の
他
の
大
統
領
の
発
す
る
も

の
鷺
。
。
。
達
①
暮
一
巴
一
ω
ω
g
碧
8
ω
は
、
本
条
に
よ
っ
て
無
効
と
さ
れ
、
修
正
さ
れ
、
又
は
変
更
さ
れ
る
。



一
二

第
一
八
条
 
分
離
条
項

本
法
の
規
定
は
、
本
条
に
よ
っ
て
分
離
可
能
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
仮
に
、
本
法
の
い
ず
れ
か
の
規
定
が
無
効
又
は
憲
法
違
反

で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
る
場
合
で
も
、
残
余
の
規
定
は
完
全
に
有
効
で
あ
る
。

第
一
九
条
 
施

行

本
法
は
、
官
報
又
は
一
般
に
普
及
し
て
い
る
少
な
く
と
も
二
つ
の
新
聞
に
お
け
る
そ
の
公
表
の
一
五
日
後
に
効
力
を
生
ず
る
。

フィリピン臓器提供法面1992年6月 粟屋

〔
訳
注
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
（
1
）
本
法
に
お
け
る
α
自
四
諏
。
昌
の
語
は
、
自
ら
の
臓
器
の
提
供
で
は
な
く
、
家
族
等
に
よ
る
死
者
の
臓
器
の
提
供
を
意
味
す
る
（
本
法
に
お
い
て

 
 
は
、
死
後
の
自
ら
の
臓
器
の
提
供
は
遺
贈
一
Φ
σ
q
碧
冤
で
あ
る
。
生
体
か
ら
の
臓
器
提
供
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
い
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
概
念
の
混
乱

 
 
を
避
け
る
た
め
、
「
贈
与
」
と
訳
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
条
で
は
、
一
Φ
σ
q
g
o
鴇
も
含
め
て
広
い
意
味
で
α
o
口
讐
一
〇
昌
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と

 
 
解
さ
れ
る
の
で
、
「
提
供
」
と
訳
し
た
（
第
七
条
、
第
一
五
条
に
お
い
て
も
同
様
）
。
第
九
条
第
三
段
の
α
o
ロ
9
試
。
昌
の
語
は
、
意
味
を
考
え
れ
ば

 
 
「
提
供
」
と
訳
し
て
良
さ
そ
う
だ
が
、
第
九
条
の
本
法
に
お
け
る
位
置
（
遺
贈
に
関
す
る
第
八
条
と
対
を
な
し
て
い
る
）
を
考
え
、
「
贈
与
」
と
訳

 
 
し
た
。
な
お
、
第
三
条
で
は
σ
q
一
く
①
を
「
提
供
す
る
」
と
訳
し
た
。

 
（
2
）
こ
れ
ら
の
、
一
一
8
口
ω
Φ
9
碧
自
Φ
α
は
①
α
o
村
碧
肩
○
〈
①
α
の
訳
し
分
け
は
、
ア
メ
リ
カ
の
d
ロ
腕
。
同
ヨ
〉
口
暮
。
ヨ
一
〇
巴
Ω
罵
⇔
諺
9
の
翻
訳
で
あ

 
 
る
丸
山
英
二
「
統
一
死
体
提
供
法
」
神
戸
法
学
雑
誌
第
二
四
巻
第
四
号
（
一
九
七
五
年
）
四
二
七
頁
以
下
に
倣
う
も
の
で
あ
る
。

 
（
3
）
日
本
語
の
「
ド
ナ
ー
」
な
い
し
「
（
臓
器
）
提
供
者
」
は
、
死
亡
し
た
と
き
に
（
あ
る
い
は
生
存
中
に
）
、
自
ら
の
臓
器
を
提
供
す
る
人
を
意
味

 
 
す
る
が
、
こ
こ
で
定
義
さ
れ
て
い
る
α
○
づ
○
村
は
そ
の
よ
う
な
人
を
意
味
し
な
い
（
第
四
条
㈲
項
参
照
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
概
念
の
混
乱
を
避
け
る
た

 
 
め
、
「
贈
与
者
」
と
訳
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
α
O
口
O
冠
が
日
本
語
の
い
わ
ゆ
る
「
ド
ナ
ー
」
な
い
し
「
（
臓
器
）
提
供
者
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
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て
い
る
箇
所
（
第
七
条
）
も
あ
る
。

（
4
）
た
だ
し
、
O
o
誘
○
昌
を
「
者
」
と
訳
し
た
箇
所
も
あ
る
。

（
5
）
o
円
に
法
令
用
語
と
し
て
の
「
又
は
」
を
あ
て
る
と
日
本
語
と
し
て
明
ら
か
に
意
味
が
お
か
し
く
な
る
場
合
、
「
な
い
し
」
と
訳
し
て
い
る
。
以

 
下
同
様
。
ま
た
、
第
二
条
㈲
項
及
び
第
四
条
㈲
項
で
は
、
意
味
を
考
え
て
、
o
同
を
「
及
び
」
と
訳
し
た
。

（
6
）
こ
れ
は
、
死
者
の
親
族
に
対
し
て
臓
器
提
供
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）
こ
れ
は
、
「
適
切
な
処
置
を
な
す
権
限
」
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）
こ
の
箇
所
は
、
原
文
謂
。
同
の
巴
審
Φ
Φ
豆
昌
σ
q
o
同
8
円
h
碧
一
一
騨
讐
一
§
o
同
鷺
0
8
回
目
同
①
ω
巴
8
同
亀
＄
爵
」
（
一
九
九
二
年
二
月
二
四
日
付
の
官

 
報
。
な
お
、
同
年
一
月
＝
二
日
付
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載
さ
れ
た
条
文
も
同
様
）
に
従
っ
て
本
文
の
よ
う
に
訳
し
た

 
が
、
鍵
。
ヨ
鼠
註
。
ロ
と
肩
O
o
Φ
α
霞
Φ
。
。
の
間
の
。
円
は
「
o
h
」
の
誤
植
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
箇
所
の
訳

 
は
、
「
保
管
の
た
め
に
、
又
は
死
後
の
処
置
の
簡
便
化
の
た
め
に
」
と
な
る
。
な
お
、
念
の
た
め
、
本
立
法
に
携
わ
っ
た
モ
ン
フ
ァ
ト
竃
。
巳
。
ぽ

 
下
院
議
員
、
国
立
腎
臓
協
会
の
ア
ラ
ノ
〉
一
雪
○
医
師
、
下
院
保
健
委
員
会
O
O
白
ヨ
一
暮
Φ
Φ
8
出
①
長
講
の
ヴ
ィ
バ
ル
≦
げ
巴
弁
護
士
ら
に
尋

 
ね
た
が
、
一
様
に
原
文
の
通
り
で
よ
い
と
い
う
答
え
で
あ
っ
た
。

（
9
）
こ
れ
は
、
遺
贈
又
は
贈
与
の
書
面
を
占
有
す
る
者
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
0
）
遺
贈
又
は
贈
与
を
修
正
し
、
又
は
撤
回
す
る
趣
旨
。
以
下
、
②
、
㈲
、
ゆ
に
お
い
て
同
様
。

（
1
1
）
注
（
2
）
と
同
様
。
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